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本研究の目的は、産後早期の母親としての自信と母乳育児との関連について明らかにするこ

とである。1ヶ月健診に訪れた母親に母親と しての自信や母乳育児について質問紙調査を実施

した。母親としての自信と母乳育児との関連について初産婦と経産婦でみた結果、初産婦の1ヶ

月後の母親としての自信に有意な関連があったのは、退院時の「うまく授乳できないときの対応J、「授

乳時の抱き方・吸わせ方jへの自信や、「母乳が足りているかどうか」、「ミルクの量がわからなしリとい

う不安や「スタッフによって情報が異なるJことで、あった。また、退院時・1ヶ月後において母親としての

自信を持っていた母親は、初産婦より経産婦のほうが有意に多いことが明らかになった。

百lepu中oseof the present study is to elucidate the relationship between self-con五dence

as mothers early postp訂加m and breastfeeding. Postp訂加m l-month-old mothers 

completed a questionnaire survey wi也 regardsto也eirself-con:fidence as mothers and 

breasぜeeding.We exanrined the relationship between self-con:fidence出 mothersand 

breastfeeding in primipara and multipara women. Results demons廿atedsig凶ficant

correlations in primip訂awomen between self-con五denceas mothers at 1 month 

postp訂旬m wl由 breastfeedingmethod at discharge，担lXIe句T about the amount of 

breastfeeding and discrepancies in information provided by staff. We also found that 

self-confidence as mothers early pos中紅白mw.出 signific組 tlygreater in m吐.tip紅awomen 

at discharge and at 1 mon白.
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I.緒言

近年、産後の母親の不安や抑うつは母子関

係や子どもの成長発達に悪影響を与えること

が明らかにされている(佐藤ら，2003)。育児不

安が強し1母親や抑うつ傾向にある母親は子ど

もを虐待している割合が高いことも報告され

ている(望月ら，2014)。産後うつ病の発症率は

この論文は筆頭著者の修士論文から抜粋したものです。

2001年では 13.4%、 2014年では 9.0%と減

少傾向にはあるが、今後も妊娠以前から育児

期に至るまでの高齢売的な予防的介入の必要性

が提言されている(厚生労働省，2015)。このよ

うに、産後の母親の抑うつの予防は重要で、あ

ると考えられる。

産後は女卦辰を維持するために胎盤から分泌

-48← 



されていた高濃度のホノレモンが、分娩時に胎

盤娩出に伴って短期間に消退していく。この

急激なホノレモンバランスの変動に心身の変動

の適応が追いつかないことが産後の気分障害

の要因となる(佐々 木，2015)。産後早期の母親

としての自信の喪失依藤，2009)、産祷早期の

育児困難感がうつ症状を強めると報告されて

いる(藤岡ら，2014)。藤野包012)は、育児効力

感の低下が母親としての自信の低下に繋がる

と報告している。母親としての自信が産後の

抑うつに影響していることから、産祷早期に

母親の育児困難感を減らし、育児効力感を上

げることが重要であると考えられる。

母親の抑うつの要因として育児の中でも、

特に授乳トラブルが多いことが複数の先行研

究(佐藤ら，2003;梅崎ら，2015)で明らかにさ

れている。また、 完全母乳育児を行っている

母親はより児を肯定的に受容できることが明

らかにされている(武本ら，2011)。これらのこ

とから、育児技術の中でも特に母乳育児は産

後の母親としての自信に重要な影響を与える

と考えられる。

出産による身体的な疲労が残る中で始まる

母乳育児は、母乳不足感や乳頭トラブノレなど

を伴い(古川ら，2013)、母親にとって想像以上

の困難となっていると考えられる。また、妊

娠中の母親は母乳育児を行うことが母親とし

て当然で自然な能力であると考え、できない

場合は「すごい悔しいj という感情を味わう

ことになると報告している(演田，2012)。実

際に、産後の母親の育児不安に占める「授乳

に関すること」の割合は高く、「母乳不足の心

西日jに限ってみても、産後 1ヶ月の母親の約

半数が不安を感じていたと報告している(島

田ら，2001;梅崎ら，2015)。

このように完全母乳育児ができないことへ

の意識や授乳方法、授乳に関するトラブノレが

育児不安に関連していることから母乳育児に

関することと母親の自信との関連をみること

が重要であると考える。

これらから本研究において、産後早期の母

親の母親と しての自信と母乳育児の関連につ
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いて明らかにし、母親と しての自信を強める

育児支援について検討することは産後の母子

の支援者の支援の一助となると考えられる。

1I. 目的

産後早期の母親としての自信と母乳育児と

の関連について明らかにし、母親としての自

信を強める支援について検討するo

ill.用語の定義

本研究では研究者が以下に用語を定義する。

1.母親としての自信 :母親が子どものニー

ズに応じる能力やスキルを獲得し、母親とし

ての自己に関する評価を肯定的に捉えられ

ること(Mercer，1995)。

2.産後早期:産後1ヶ月間。

3.母乳育児:完全母乳育児のみだけでなく

さまざまな栄養方法で育児している母親が

経験した母乳育児に関連する技術や意識を

含む(授乳方法や授乳時のトラブル、母乳育

児への意識)

N.方法

1.対象と研究方法

1 )研究対象

A病院またはBクリニックに1ヶ月健診に

訪れた母親

2)研究期間

平成28年4月'"'-'12月末

3)データ回収方法

A病院またはBクリニック 1ヶ月健診に訪

れた母親に無言己名自記式アンケー トを直接

配布し、郵送法にて回収した。自己布時には

本研究の目的、倫理的配慮を説明した依頼

文を明示し、アンケート用紙の返送をもっ

て研究への同意が得られたものと した。

2.調査内容

1)基本的属性(年齢、初経産の別、里帰り

の有無、平均在胎適数、平均出生体重等)、

産科的属性(退院時・退院時・産後 1ヶ月時

の栄養方法、
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2)尺度

( 1 )母性意識尺度(大日向，1988)

母性意識尺度は母親役割の受容について、

積極的で肯定的な意識6項目(以下MP項目)

と消極的で否定的な意識6項目(以下h⑪J項

目)の計 12項目で構成される。 MP項目は得

点が高いほど母親役割の受容が積極的で肯定

的であり、五⑪J項目は得点が高いほど母親役

割の受容が消極的・否定的であることを意味

する。

(2) 日本語版母乳育児の自己効力感

(Otsuka et a1.2008) 

母親が認識する母乳育児に対する自信を

測定する。 Dennisが開発した母乳育児自己

効力感をOtsukaet al. (2008)が日本語版に

し、妥当性と信頼性を確かめた 14項目の質

問で構成される。合計得点が高いほうが母乳

育児の自己効力感が高いことを意味する。

( 3)研究者作成の調査項目(参考文献

母親の自信の程度と母親が経験した母乳

育児に関連する技術や意識との関連や育児

不安について調査の目的で以下の項目を作

成した。

①母親としての自信の程度

母親の自信の程度について、「あるJrない」
の2件法から回答を求めた。

②育児で自信がなかったこと僚本ら，201日
③母乳育児で、大変だ、ったこと伐ぇ森ら，2010)

④産後こどものことで心配なこと(中垣

ら，2012;島田ら，2001)

⑤授乳に関してわからないこと

3.分析方法

1ヶ月後の母親としての自信と母乳育児の

関連について検討するため、 1ヶ月後の「母

親としての自信」と 「育児で自信がなかった

ことJ、「母乳育児で、大変だったことJ、「産後

こどものことで心配だったこと」との関連や

各尺度問の関連について初経別に分析した。

統計的解析には、統計解析ソフト“IBM

SPSSver.22.0 for windows"を使用した。 統

計的角勃庁において、カテゴリー聞の関連性に

ついてはχ2検定、相関については Pearson

の積率相関係数を算出し、順位尺度に関して

はSpearmanの順位相関係数を求め、有意水

準 5%未満とした。

4.倫理的配慮

本研究は奈良県立医科大学 「医の倫理委員

会」に審査を申請し、承認を得て実施した(承

認番号:1224)。

1 )研究対象施設への倫理的配慮、

研究対象施設には、本研究は奈良県立医科

大学医学部医の倫理委員会に審査を申請し、

承認を得たこと、研究の意義および対象者へ

の倫理的配慮について説明し、文章を同封す

ることで研究への同意を得た。

3)研究対象者に同意を得る方法

研究参加への依頼は、研究対象者に口頭で

研究の趣旨を説明し、研究協力の同意を得、

質問紙の配布の許可を得て配府した。質問紙

は無記名であり個人が特定できないこと、無

回答の場合でも不利益は生じないことを説明

し、その旨を記載した文書を手渡した。

V.結果

1.質問紙の回収結果

質問紙の配布はA病院105部、Bクリニッ

ク355部の計460部で、あった。質問紙の回収

率は50.7%(233/460)で、有効回答率は92.3%

(215/233)であり、 215部を分析の対象とした。

2.対象者の背景(表1)

母親の平均年齢は、 32.1(::t 4.0)歳、 平均在

胎週数は 39.0(=t1.2)週、平均出生体重は

3092.5(:t 37u.u)gで、あった。母性意識尺度の

平均点はMP項目が3.2(=tu.5)点、MN項目

が1.9(=tu.5)点、 母乳育児自己効力感尺度の

平均点は47.2(:t12.4)点、で、あった。

nu 
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表 1 対象者の背景

初産婦 経産婦

属性 n % n % p値

家族構成 核家族 10 90.3 92 9.0 .995 

出産前教室 受講あり 10 92.0 40 39.2 
000 

受講なし 9 8.0 62 60.8 

出産方法 経躍分娩 87 77.0 80 78.4 
.966 

帝王切開 26 23.0 22 21.6 

里帰りの有無 あり 86 76.1 48 47.1 
.000 

なし 27 23.9 54 52.9 

母親としての自信 あり(退院時) 53 46.9 81 79.4 .000 

あり (1ヶ月後) 74 65.5 86 84.3 .002 

退院時の栄養法 母乳のみ 27 23.9 364 35.3 
ー065

混合栄養，ミルク 86 76.1 66 64.7 

1ヶ月後の栄養法 母乳のみ 56 49.6 39 38.2 
.197 

混合栄養，ミノレク 57 50.4 63 61.8 

χ2検定

3.初経別にみた各時期の母親としての自信

退院時・1ヶ月後において母親としての自信

を持っていた母親は、初産婦より経産婦のほう

が有意に多かった(表 1)。

初経別にみた各時期の母親としての自信

は、初産婦・経産婦ともに退院時の自信と 1ヶ

月後の自信の聞に正の相関がみられた(表2)。

表2 初経別の各時期の母親としての自信

1ヶ月後の自信

退院時の自信

初産婦(n=1l3)

経産婦(n=102)

.386**合

564士会合

Spearmanの相関分析 叫p<.OOl

4.初経別にみた母乳育児自己効力感尺度と

母性意識尺度の関連(表3)

初産婦、経産婦ともに母乳育児自己効力感

尺度と母性意識尺度のMP項目得点の間で有

意な正の相関 (rs=.420、rs=.259)がみら

れ、初産婦では、 MN項目得点との聞に有意

な負の相関 (rs=ー.289)がみられた。

5.初経別にみた 1ヶ月後の母親としての自

信との関連項目

1)退院時自信がなかった育児技術(表4)

初産婦の退院時自信がなかった育児技術

「うまく授乳できないときの対応」、「授乳時

の抱き方 ・吸わせ方Jと1ヶ月後の母親とし

ての自信の聞に有意な差がみられた(P=.007，

p=.027)。経産婦では育児技術では有意な差は

なかった。

2)栄養方法(表5)

初産婦では、 1ヶ月後に母乳のみで授乳し

ていることと 1ヶ月後の母親としての自信と

の聞に有意な関連があった(P=.015)。経産婦で

は有意な差はなかった。

3)母乳育児に関して大変だ、ったこと(表6)

退院時 「周囲より授乳がうまくし、かない」、

「スタッフによって情報が異なるjや、わか

らないことで大変だったと感じていた初産婦

と1ヶ月後の母親としての自信との間に有意

な関連がみられたが経産婦では有意な差はな

かった。

4)退院後の子どもの心配ごと(表7)

退院後の「母乳が足りているかどうかJ、「ミ

ルクの量がわからない」としづ初産婦と 1ヶ

月後の母親としての自信との聞に有意な関連

がみられたが経産婦で、は有意な差はなかった。

1
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表3 初経別にみた母乳育児自己効力感尺度と母性意識尺度の関連

MP項目 MN項目

母乳育児自己効力感尺度

初産婦

経産婦

Spearmanの相関分析

.420*安土 ー.289士会合

.259会* ".180 

表4 初経別にみた1ヶ月後の母親としての自信と退院時自信がなかった育児技術との関連

1ヶ月後の母親と しての自信の有無

初産婦 経産婦

退院時 あり なし あり なし

育児に自信がなかった育児技術
p値 P fl直

n=74 n=39 n=86 n=16 

うまく授乳できないときの対応 13 16 .007 12 1 355 a) 

授乳時の抱き方・ 吸わせ方 19 18 .027 7 2 .189 a) 

χ2検定必はFisherの直接法

表5 初経別にみた 1ヶ月後の母親としての自信と栄養方法との関連

1ヶ月後の母親としての自信の有無

初産婦 経産婦

あり(n=74) なし(n=39) あり(n=86) なし恒=16)

n % n % p値 n % n % 

退院時

母乳のみ 22 29.7 5 12.8 
.057 

29 33.7 6 37.5 

混合栄養 52 70.3 34 87.2 56 65.1 10 62.5 

1ヶ月後

母乳のみ 35 48.6 10 25.6 42 48.8 7 43.8 

混合栄養
.015 

39 52.7 29 74.4 44 51.2 9 56.3 

χ2検定

p値

.794 

.708 

表6 初経別1ヶ月後の母親としての自信と退院時母乳育児で、大変だったこととの関連

1ヶ月後の母親としての自信の有無

初産婦 経産婦

退院時 あり なし
p fi直

あり なし
pfl直

母乳育児で大変だったこと n=74 ロ=39 n=86 n=16 

周囲より授乳がうまくし、かない 11 19 .000 7 2 .429 a) 

スタッフによって情報が異なる 1 7 .002 a) 7 4 .068 a) 

搾乳が必要かわからない 6 9 .026 2 。 .710 a) 
児が吸わない理由がわからない 4 7 .038 a) 2 。 .710 a) 
日検定説はFisherの直接法

つLH
p
h
d
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表7 初経別にみた1ヶ月後の母親としての自信と退院後子どものことについて心配だった

こととの関連

1ヶ月後の母親としての自信の有無

初産婦 経産婦

退院後子どものことについて あり なし あり なし

心配だったこと
p値 p1直

n=74 n=39 n=86 n=16 

母乳が足りているかどうかわからない 29 23 .045 16 3 .989 a) 

ミノレクの量がわからない 13 14) .030 11 。 .137 a) 
日検定心はFisherの直接法

VI.考察
今回、産後早期の母親の母親としての自信

と母乳育児との関連を研究した結果、 1か月

後の母親としての自信には、産後早期の母乳

育児技術に対する自信や、 1ヶ月後の栄養方

法、退院後の母乳の不足に対する不安が関連

することが明らかになった。また、母親とし

ての自信を持った母親は初産婦に比べて経産

婦のほうが退院時・1ヶ月後ともに有意に多いこ

とが明らかになった。 以下、産後早期の母親の

自信に関連する母乳育児に関連した項目につ

いて考察する。

1.栄養方法と母親としての自信

1ヶ月後に母乳栄養が確立していた 45名

の初産婦では、 1ヶ月後に母親としての自信

が「ある」と答えた母親が有意に多かった(表

5)。このことから、初産婦においては産後 1ヶ

月に母乳栄養が確立していることは母親とし

ての自信を強める一因となっていると考えら

れる。武本ら(2011)は、母乳育児を行うこと

で育児不安が軽減され、 子どもを肯定的に受

容できるようになることを明らかにしている。

一方、柏原ら(2011)は、初めて母乳育児を行

う母親は、子どもの空腹と満腹という合図を

解釈しづらく困難感を抱くことを明らかにし

ている。初産婦は経産婦よりも育児経験が少

なく、母乳育児に伴う困難感が多いことから、

母乳育児が確立したことで得られる母親とし

ての自信がより大きいと考えられる。そのた

め、初産婦は、産後早期に母乳栄養が確立し

ていることが母親としての自信として現れた

と推察される。

2.母乳育児で大変だ、ったことと母親として

の自信

1ヶ月後の母親としての自信と退院時の母

乳育児で、大変だ、ったことが関連していたこと

は、母乳育児が順調な他の母親と比較して自

分はうまくいかないという状況が、母親とし

ての自信の喪失に繋がると推察される。母親

は妊娠中に母乳育児は母親にとって 「当然」

で「自然」な能力であると考えており、でき

ない場合は 「すごい悔しいj という感情を予

測している(~賓田，2012)。母親は 「母親ならば

当然できるはずの母乳育児をできない自分」

と考え、母親としての自信の喪失に繋がると

推測される。

1か月後に母親としての自信がない初産婦

は、退院時「うまく授乳できないときの対応」、

「授乳時の抱き方・吸わせ方Jなどの授乳の

基本に関する自信がなく(表4)、「周囲より授

乳がうまくし¥かなしリ、「スタッフによって情

報が異なる」、「搾乳が必要かわからなしリ、「赤

ちゃんが吸わない理由がわからなしリことに

母乳育児の困難さを感じていた(表6)01ヶ月

健診に訪れた母親に対して入院中に受けた支

援について調査を行った研究で、は、授乳の基

本の支援は 90%以上の母親が受けていると

認識していた犠本ら，2015)。しかし、本研究

内
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において「搾乳が必要かわからなしリ、「赤ちゃ

んが吸わない理由がわからなしリ(表。、「ミ

ノレクの量がわからないJ(表竹など、複数の授

乳に関してわからないことが1か月後の母親

としての自信の喪失と有意な関連があった。

このことから、授乳の基本について「指導を

受けたjことで、退院後母親が母乳育児を「で

きるj とは限らないと考えられる。

これらのことから、産後入院中の指導だけ

では母親としての自信を強めるための支援と

しては十分ではないが、母乳育児支援は母親

としての自信を強めるために必要な支援であ

ることが示唆された。そこで、初産婦では育

児相談に関するニーズ、が高い(島田ら，200ω

ことや、訪問指導に対する母親の評価は高く、

育児不安軽減につながっている(佐藤，

ら，2005)ことから、女劫辰中や産後入院中に、

退院後の相談先や訪問事業に関する情報につ

いて母親に具体的に伝えておき、母親が退院

後に「いつでも支援が受けられる」という安

心感をもてることが重要であると考えられる。

また、2週間健診や1ヶ月健診において、母

乳育児状況について医療者と一緒に確認する

機会をつく ることが重要な支援であると考え

られる。

また、永森ら(201ωは、母乳育児をしてい

る母親の混乱や不安を招し、た保健医療者の関

わりとして 「一貫性の乏しい情報提供Jとい

うカテゴリーを示している。スタッフ間で十

分に情報を共有し、患者に一貫した情報を提

供することは、母親としての自信を強めるた

めの支援としても重要なことであると考えら

れる。

2.母親役割の受容と母乳育児自己効力感

初産婦、経産婦ともに母性意識尺度のMP

項目得点と母乳育児自己効力感尺度との間で

有意な正の相関があった(表3)。このことは、

母親役割を肯定的にとらえている母親は母乳

に対する自己効力感も高いということが考え

られる。初産婦では、母乳育児自己効力感と

MN項目得点との聞に負の相関があったこと

から母親役割を否定的にとらえることで母乳

への意欲をなくすことが予想される。 医療職

者は、母乳育児に対する意欲をなくさぬよう

授乳トラブルや授乳方法への支援をしていく

ことで骨乳育児の自己効力感が高まり、母親

役割の意識も高まると考えられる。

これらから、入院中から女性がこどもの「母

親であるJことを肯定的に受容できるように

支援することが重要であると考える。たとえ

ば授乳が周囲よりも順調に進んで、いなかった

としても、 積極的に授乳しようとしている姿

勢など、 母親として肯定的な面や積極的な面

を見出しほめること(宗像，2009)で母親とし

ての自信を強めることができると考えられる。

3.研究の限界と今後の課題

今回の調査対象はA病院、Bクリニックの

1ヶ月健診に訪れた母親でどちらも同一県内

で、あった。地域の偏りがあり、また総合病院

と産科専門という施設問の特徴や人数の偏り

も考えられる。今後、 地域を広げ、さらなる

検証が必要である。

また、今回の研究で得られた結果をもとに

介入研究を行い、その効果について検討する

ことが今後の課題として考えられる。

VII.結論

今回、 母親としての自信に影響を与える要因

について母乳育児に関連する要因を初経別に

検討した結果、以下のことが明らかになった。

1.初産婦・経産婦ともに母性意識尺度のM

P項目得点と母乳育児自己効力感尺度との間

で、有意な正の相関があったことから、母親の

役割の肯定的な受容を高めることは授乳への

意欲はにつながる。

2.初産婦では1か月後に母親としての自信

がなかったものは、退院時 「うまく授乳でき

ないときの対応J、「授乳時の抱き方・吸わせ

方Jに自信がなかった。

3.初産婦では1ヶ月後に母親と しての自信

がなかったものは、退院時 「周囲より授乳が

うまくし、かなしリ、「スタッフによってJ情報が
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異なるjことが大変だと感じていた。

4.初産婦では1ヶ月後に母親しての自信が

なかったものは、退院時「母乳が足りている

かどうかJ、「ミルクの量がわからなしリこと

に不安を抱いていた。

5.退院時・1ヶ月後において母親としての自信

を持っていた母親は、初産婦より経産婦のほう

が有意に多し、ことが明らかになった。
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